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　労災事故が発生して労働者災害補償保険（以下労災保険）を使った場合、保険料が上がってしまうと
思われている方もいらっしゃると思います。実際には、労災事故が発生しても保険料が上がらないケー
スがあります。具体的にはどのようなケースがあるのでしょうか。

株式会社　リックサポート　

■■　コメント　■■

「名前と身体のイメージにブレがない」と
よく言われる、大山です。
ですが、体型に似合わない動きで事故現
場に駆け付け、交渉の際はお客様の最後
の壁となりますので、宜しくお願いします
!!
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ケース１ケース１　　 業種に関係なく従業員数が２０人未満の企業は上がりません。

ケース２ケース２　　 従業員数が２０人以上１００人未満の場合、業種ごとに人数が決められています。

　　　　　　　　　　　
＜例＞

　　　　　　　　　　　・ 交通運輸事業　 　・・・ 91人未満　　　・ビルメンテナンス業　・・・ 75人未満
　　　　　　　　　　　・飲食店、宿泊業　 ・・・ 100人未満　　　・卸売業、小売業　　　・・・100人未満

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ケース３ケース３　 　 上記の最低労働者数を超えた場合でも従業員数と業種ごとの事故発生リスクに
　　　　　　　　 　よっては保険料の変動がない場合がございますので、詳しくは社労士にご相談し
　　　　　　　　 　ていただく ことをお勧めします。

ケース４ケース４　 　　通勤中の事故の場合、保険料の変動が適応される企業であっても、保険料には
　　　　　　　　 　影響しません。

●労災事故が発生した場合●

　労災事故の報告を労働基準監督署にした場合、労働基準監督署の調査が入るといった理由から、事故の
報告をすることをためらってしまうかもしれませんが、労災隠しが発覚した場合、その企業を書類送検するな
ど、かなり厳しい対応を行っているため、事故の報告を行いましょう。

　労災保険では、休業補償も給与額の全額は出ず、慰謝料も出ないため補償が十分とはいえません。労災
事故に備えて自動車を運転中の事故であれば、自動車保険の人身傷害補償特約、自動車以外の事故であ
れば、傷害保険に加入する事により、事故があった際に手厚い補償を受けることが出来ます。

Te l　092-944-6161
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●労災事故に備えて●

ProfileProfile

　※　以上の場合保険料が上がりません。


